
2030 H
o

kka
id

o
 Sa

p
p

o
ro

 O
lym

p
ic

 A
n

d
 P

a
ra

lym
p

ic
 W

in
te

r G
a

m
e

s

3029

　シンポジウムやワークショップ、札幌1972大会50周
年記念事業をはじめとした機運醸成の機会を活用し、大
会招致に対する札幌市の考えを発信するとともに、冬季
オリンピック・パラリンピックに対する期待や懸念の声を

まだ、私がジャンプを始めていない時、競技場で選手が飛んでいる姿を見ることが
あってすごく心が動かされたのを覚えています。
そして私も同じようにかっこよく飛んでみたいという気持ちが芽生え、トップを目
指して頑張るようになりました。
2030年に札幌でオリンピックが開催されればスキージャンプの人口も増えると
思いますし、同じ競技に取り組む子どもたちの声援は現役のアスリートにとって、
この上ない励みになります。
世界最高の大会が目の前で行われ、それが子どもたちの夢や希望につながってい
く。そんな場面が増えたら、本当にうれしいと思います！

ぼくは、1998年の長野大会で夢だった金メダルを獲ることができましたが、振り
返ってみると本当に幸せな選手生活を送れたと思っています。
自国開催ということで、会場全体から多くの声援をもらい「力をもらった」、「背中
を押してもらった」そういう感覚が生まれたのを鮮明に覚えています。
そして、あれから約20年が経ちましたが、今でも多くの人の記憶に残してもらって
いて本当にありがたいですし、もし札幌で冬季大会が開催されるのであれば、正
直なところ「うらやましい」と感じます。
競技に励んでいるアスリートたちのためにも、ぜひ、2030年の大会を札幌で開催
して欲しいと思います。

把握します。
　皆さまとの対話で得られた意見は、今後の計画検討に
取り入れていきます。
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0808 招致に向けた取組

今後の展開

私たちも2030年大会招致を応援しています

皆さまと対話を進めます

　現在、札幌市はIOCと「継続的な対話」を行っているとこ
ろですが、IOC理事会による承認を得られた場合は「狙い
を定めた対話」に移行します。
　「狙いを定めた対話」では、これまで検討してきた大会計

画をもとに、将来開催地質問状の回答や各種保証書を提
出し、2030年大会の開催地が決定します。
　なお、開催都市契約の内容についても、この過程の中で
IOCと協議していく予定です。

2030年大会開催地決定までの道のり

継続的な対話
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IOCへ将来開催地
質問状の回答及び
各種保証書の提出

●シンポジウム
●ワークショップ
●機運醸成事業
●意向調査

Biathlon

Alpine Skiing

Para Alpine Skiing

Para Biathlon

2018年平昌オリンピック
女子ジャンプ銅メダリスト
高梨 沙羅 選手

1998年長野オリンピック
男子スピードスケート500m金メダリスト

清水 宏保さん
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